
後援会費について 

後援会費は、原則として１年で¥10,000 の定額です。

¥10,000以上の金額をいただいた場合も、後援会費としてお

預かり致します。後援会費はほぼ全額が現役部員の活動援助

金として充てられますので、できる限り多くの皆様のご協力

をお願い致します。（尚、後援会会則に則り、満年齢 65 歳

以上の会員の方・既婚女性の会員の方は原則後援会費は免除

扱いとなっています。） 

後援会費は、日本信販の自動引落サービスをご利用できま

す。できる限り多数の OBの方々がご加入下さいますようお

願い致します。ご加入方法及び引き落とし口座の変更につき

ましては、現役会計(森弘樹)か担当の平成 10年卒 佐藤公洋

までお問い合わせください。 

連絡先： 会計 2年目 森
もり

 弘樹
ひろき

              

TEL: 080-6073-5105 

✿個人情報保護の取り組み✿ 

後援会会員の方々には、小樽商科大学漕艇部の活動に必要な情報

として、お名前・連絡先・勤務先などの個人情報をご提供いただ

いております。小樽商科大学漕艇部では、ご提供いただきました

個人情報につきましては以下のように取り扱います。 

・会員の方々の個人情報の利用については、小樽商科大学漕艇部

の活動(後援会誌『しゃち』や『Killer Whale Times』の発送・配

信など)の範囲内での利用に限定します。 

・ご自身に関する情報の訂正・削除などのご依頼があった場合は、

特別の理由がない限り対応をいたします。 

・会員の方々の情報保護が確実に実施されるための継続的な改善

を行い、適切に管理いたします。 

ご意見やご提案等がございましたらお問い合わせください。今後

ともよろしくお願いいたします。 

連絡先： 主将 3年目  安生
あそ

 周
しゅう

悦
えつ

 

TEL: 080-3335-4798 

Mail: rowing1937@yahoo.co.jp 

 

 

 

 平成 27 年のボート部からの卒業生は３名でした。荒木優之介さん(５)(以下のすけさん)、上杉昴也さん(４)(以下とうふさん)、瀬尾玲美さん(４)の 3 名でした。(平さんは 5 年目に突入するよう

です。) 3 人のうち 2 人は主将、れいみさんは新人戦、インカレと準決勝に進出した女子漕手ということで偉大な 3 人が卒業されてしまいました。 

のすけさんは今年度もインカレに出漕し本当に 5 年間漕ぎ続けてくれました。(笑) 艇の修理や艇庫の管理から部車の管理まで漕ぐだけでなく部の様々な役割を引退するまで担って

下さり、誰も分からなければのすけさんに聞こう、という感じで本当にお世話になりっぱなしでした。ありがとうございました。 

とうふさんはちょっと頼りないとこもありますが、ボートに取り組む姿はとっても真面目でした。腰やら肋骨やら痛めていましたが 4年間大事な戦力として漕ぎ続けてくれました。後

輩からはしょっちゅういじられてましたがそれだけ愛されていたということでしょう！社会人になっても茨戸に遊びに来てください。 

れいみさんは 1 年目の時に岩澤実茄さんとのダブルで新人戦、4 年目の時にシングルでインカレ準決勝に進み、その他にも色々な大会に出漕していました。そして 4 月からもまた

茨戸で漕ぐみたいです！ほんとにボート好きですね。れいみさんは漕手にもバックにもはっきりと意見してくれる人で今のボート部にとっては貴重な存在でした。これからは OGとし

てよろしくお願いします。 

たいらさんについても少し。たいらさんもまたけがを抱えていましたが練習については一番ストイックだったと思います。考えてないようで部活のことについてしっかりと的確な意

見をもっていたのは意外とたいらさんだったりしました。残念ながら部活は引退されるとのことで、大学にはいるようなのでこれからも時々率直な意見をいただいきたいです。 

本当にご卒業おめでとうございます。これからは後援会としてご支援よろしくお願いします。 

Photo ～graduation ceremony at3,17 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Photo ～graduation party～ at3,22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


